
研
究
ノ
ー
ト
現
代
資
本
主
義
の
生
産
力
襲
展
段
階

坂
　
　
本

回禾

　
〔
本
稿
は
、
昭
和
五
三
年
度
第
一
〇
回
経
済
学
部
共
同
研
究
会
（
二
万
一
五

日
）
の
報
告
要
旨
で
あ
る
。
〕

１
　
は
じ
め
に

　
１
　
課
題

　
本
報
告
の
課
題
は
、
現
代
資
本
主
義
の
生
産
力
発
展
段
階
を
確
定
す

る
こ
と
、
そ
し
て
さ
ら
に
、
そ
の
よ
う
な
境
代
の
生
産
力
発
展
段
階
規
定

に
立
脚
し
て
現
代
資
本
主
義
論
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
注
目
し

な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
い
く
つ
か
の
論
点
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
、
で

あ
る
。
な
お
、
以
下
で
「
現
代
」
と
い
う
場
合
、
と
く
に
一
九
六
〇
年

代
以
降
の
と
こ
ろ
が
念
頭
に
お
か
れ
て
い
る
。

　
２
　
マ
ル
ク
ス
主
義
に
対
す
る
一
批
判

杜
会
の
生
産
力
発
展
段
階
の
認
識
に
か
か
わ
っ
て
、
マ
ル
ク
ス
主
義

　
　
　
現
代
資
本
主
義
の
生
産
力
発
展
段
階
（
坂
本
）

に
対
す
る
杜
会
学
者
・
吉
田
民
人
氏
の
っ
ぎ
の
よ
う
た
批
判
が
あ
る
。

　
　
「
史
的
唯
物
論
は
、
－
－
：
生
産
関
係
視
点
か
ら
の
杜
会
発
展
段
階

　
論
で
あ
っ
て
、
生
産
力
視
点
か
ら
の
そ
れ
で
は
な
い
。
生
産
関
係
の

　
発
展
が
質
的
変
化
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
生
産
力
の
発
展
は
む
し
ろ

　
量
的
変
化
と
み
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
は
、
生
産
力
の
発
展
は
、

　
も
と
も
と
段
階
説
に
な
じ
ま
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
い
う
な
れ
ぱ
生
産
力
の
発
展
水
準
は
間
題
に
な
り
え
て
も
、
発
展
段

　
階
は
問
題
に
な
り
え
な
い
の
で
あ
る
。
」
（
〔
１
〕
二
三
べ
－
ジ
〕

　
マ
ル
ク
ス
主
義
の
生
産
力
発
展
段
階
認
識
に
つ
い
て
の
、
以
上
の
よ

う
な
吉
田
氏
の
批
判
に
対
し
て
は
、
二
つ
の
点
が
指
摘
さ
れ
な
げ
れ
ぱ

な
ら
た
い
。
一
つ
は
、
マ
ル
グ
ス
主
義
１
１
史
的
唯
物
論
に
お
い
て
は
生

産
力
の
発
展
が
段
階
論
に
な
じ
ま
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
と
い
う
指

摘
は
、
た
と
え
ぱ
『
資
本
論
』
第
一
部
第
四
篇
「
相
対
的
剰
余
価
値
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
一
（
一
〇
三
九
）
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生
産
」
の
第
十
一
章
↓
第
十
二
章
↓
第
十
三
章
の
展
開
を
想
起
す
れ
ば

か
な
ら
ず
し
も
当
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
断

定
は
、
吉
田
氏
の
偏
見
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
う
一
つ
の
点
は
、
し

か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
れ
ま
で
の
マ
ル
ク
ス
主
義
の
生
産
力
発

展
段
階
認
識
は
、
と
く
に
マ
ル
ク
ス
以
後
の
め
ざ
ま
し
い
生
産
力
発
展

の
現
実
を
具
体
的
に
認
識
す
る
と
い
う
点
で
き
わ
め
て
消
極
的
で
あ
り
、

吉
田
氏
の
よ
う
な
指
摘
ｕ
偏
見
が
生
じ
て
く
る
根
拠
が
マ
ル
ク
ス
主
義

自
身
の
研
究
状
況
の
中
に
た
か
っ
た
と
は
い
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
マ
ル
ク
ス
主
義
自
身
に
。
お
い
て
も
反
省
し
て
み
る
べ
き
点
が
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
（
注
）
　
ち
た
み
に
、
吉
田
民
人
氏
自
身
の
生
産
力
発
展
段
階
区
分
を
要
約
し

　
　
て
紹
介
し
て
お
く
と
、
っ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
（
〔
１
〕
二
一
二
～
二
…

　
　
　
べ
ー
ジ
）
。

　
　
第
一
段
階
。
道
具
と
シ
ソ
ボ
ル
の
発
明
－
約
一
〇
〇
万
年
前
の
猿
人
の

　
　
　
登
場
に
は
じ
ま
る
生
物
学
的
進
化
の
段
階
。
狩
猟
採
取
杜
会
の
段
階
。

　
　
第
二
段
階
。
食
料
生
産
の
技
術
革
新
　
　
約
九
〇
〇
〇
年
前
に
は
じ
ま
る

　
　
　
農
業
革
命
の
段
階
。
農
耕
牧
畜
杜
会
の
段
階
。

　
　
第
三
段
階
。
物
質
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
処
理
の
技
術
革
新
－
約
二
〇
〇
年
前

　
　
　
　
に
は
じ
ま
る
工
業
革
命
の
段
階
。
工
業
化
杜
会
の
段
階
。

　
　
　
第
四
段
階
。
情
報
処
理
の
技
術
革
新
　
　
目
下
進
行
し
つ
つ
あ
る
情
報
革

　
　
　
命
の
段
階
。
情
報
化
杜
会
の
段
階
。

　
　
　
第
五
段
階
。
生
産
力
発
展
の
限
界
機
能
の
逓
減
－
将
来
に
予
想
さ
れ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
二
（
一
〇
四
〇
）

　
　
　
る
人
間
革
命
の
段
階
。
脱
産
業
杜
会
の
段
階
。

　
３
　
マ
ル
ク
ス
主
義
の
通
説

　
現
代
の
生
産
力
発
展
段
階
規
定
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
主
義
の
通
説

は
、
そ
れ
を
発
展
・
深
化
し
た
「
大
工
業
」
段
階
と
み
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。

　
た
と
え
ぱ
、
芝
田
進
午
氏
の
場
合
。
　
『
資
本
論
』
第
一
部
第
四
篇

第
十
一
↓
十
二
↓
十
三
章
の
論
理
展
開
を
ふ
ま
え
て
、
ま
ず
人
類
史
上

に
お
け
る
技
術
１
１
生
産
力
の
発
展
を
、
手
工
業
段
階
↓
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク

チ
ュ
ア
段
階
↓
大
工
業
段
階
と
い
う
三
つ
の
段
階
に
区
分
さ
れ
、
そ
の

上
で
毘
代
の
発
展
段
階
は
大
工
業
段
階
の
本
性
と
し
て
の
連
続
的
な

「
技
術
革
命
」
が
「
科
学
革
命
」
の
主
導
性
に
よ
っ
て
ま
す
ま
す
加
速

的
に
展
開
し
て
い
る
「
科
学
１
１
技
術
革
命
」
の
段
階
で
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
場
合
、
現
代
の
「
科
学
１
１
技
術
革
命
」
の
段
階
は
あ
く
ま

で
も
大
工
業
段
階
そ
の
も
の
の
展
開
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
点
が
特

徴
的
で
あ
る
　
　
そ
の
内
容
と
し
て
は
、
私
が
の
ち
に
。
強
調
す
る
新
し

い
発
展
段
階
の
特
徴
が
強
調
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
（
〔
２
〕
第
一
部
）
。

１
１

現
代
の
生
産
力
発
展
段
階
の
認
識

１
　
技
術
変
革
↓
産
業
構
造
論
的
視
角
か
ら
の
認
識

（
オ
ｏ
考



　
　
Ｈ
己
易
ｑ
一
窃
の
生
成
・
－
８
２
畠
Ｈ
邑
易
け
ユ
窃
の
変
遷
）

　
い
　
星
野
芳
郎
氏
の
場
合
　
　
つ
ぎ
の
よ
う
な
技
術
史
上
の
三
つ
の

変
革
期
を
区
別
さ
れ
、
現
代
は
そ
の
第
三
の
時
期
に
あ
る
と
さ
れ
る
。

　
第
一
の
変
革
期
。
一
八
世
紀
末
～
一
九
世
紀
中
葉
　
　
紡
績
．
織
布

　
　
技
術
、
製
鉄
技
術
の
変
革
、
蒸
気
機
関
の
出
現
、
た
ど
。

　
第
二
の
変
革
期
。
一
九
世
紀
末
～
二
〇
世
紀
初
頭
　
　
製
鋼
技
術
の

　
　
変
革
、
合
成
化
学
製
品
、
電
動
機
・
電
気
機
器
、
自
動
車
の
出
現
、

　
　
な
ど
。

　
第
三
の
変
革
期
。
一
九
四
〇
年
代
以
降
　
　
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
製

　
　
品
、
高
分
子
化
学
製
品
（
合
成
樹
脂
・
合
成
繊
維
な
ど
）
、
ガ
ス
タ
ー

　
　
ビ
ソ
、
原
子
力
の
出
現
、
な
ど
。

　
星
野
氏
の
場
合
、
こ
れ
ら
の
技
術
変
革
期
の
う
ち
、
さ
ら
に
第
一
と

第
二
の
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
産
業
資
本
主
義
１
１
自
由
競
争

資
本
主
義
お
よ
び
独
占
資
本
主
義
の
成
立
の
生
産
力
的
基
礎
と
な
っ
た

こ
と
が
強
調
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
第
一
次
お
よ
び

第
二
次
産
業
革
命
と
坪
ば
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
し
か

し
、
第
三
の
変
革
期
に
つ
い
て
は
、
第
一
お
よ
び
第
二
の
そ
れ
の
よ
う

に
資
本
主
義
の
新
し
い
段
階
の
成
立
を
う
な
が
す
よ
う
な
こ
と
に
は
な

ら
な
い
の
で
、
産
業
卒
命
（
第
三
次
）
と
呼
ぶ
の
は
か
な
ら
ず
し
も
適
当

　
　
　
　
現
代
資
本
主
義
の
生
産
力
発
展
段
階
（
坂
本
）

で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
（
〔
３
〕
第
－
章
）
。

　
閉
　
長
洲
二
一
氏
の
場
合
　
　
星
野
氏
の
、
三
つ
の
技
術
変
革
段
階

論
の
上
に
、
っ
ぎ
の
よ
う
た
資
本
主
義
の
三
つ
の
発
展
段
階
を
対
応
さ

せ
る
。

　
第
一
段
階
。
マ
ル
ク
ス
段
階
　
　
白
由
競
争
資
本
主
義
段
階
。

　
第
二
段
階
。
レ
ー
ニ
ソ
段
階
　
　
独
占
資
本
主
義
段
階
。

　
第
三
段
階
。
現
代
　
　
国
家
独
占
資
本
主
義
段
階
。

　
長
洲
氏
の
場
合
、
特
徴
的
な
こ
と
は
、
第
三
段
階
１
１
国
家
独
占
資
本

主
義
段
階
が
、
そ
れ
を
基
礎
づ
け
る
技
術
革
新
の
独
白
性
を
前
提
と
し

て
、
一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
独
占
資
本
主
義
の
一
小
段
階
で

は
な
く
、
第
一
、
第
二
と
な
ら
ぶ
独
自
の
新
段
階
と
考
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
（
〔
４
〕
）
。

　
ゆ
南
克
巳
氏
の
場
合
　
　
『
資
本
論
』
第
二
部
第
三
篇
の
再
生
産

表
式
論
を
前
提
と
し
な
が
ら
、
現
代
は
、
第
－
部
門
ｎ
生
産
手
段
生
産

部
門
の
中
で
も
特
に
、
在
来
の
重
化
学
工
業
部
門
１
１
Ｉ
Ａ
部
門
か
ら
区

別
さ
れ
る
、
核
Ｈ
原
子
力
と
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
を
大
宗
と
し
、
こ
れ

に
新
鋭
化
学
工
業
部
門
１
１
高
分
子
化
学
部
門
を
あ
わ
せ
た
、
原
子
－
電

子
－
宇
宙
産
業
部
門
１
ｌ
Ｉ
Ｂ
部
門
を
基
軸
と
し
た
再
生
産
構
造
を
も
つ

資
本
主
義
の
段
階
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
ま
た
レ
ー
ニ
ソ
『
帝
国
主
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
三
（
一
〇
四
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
第
六
号
）

論
』
の
段
階
と
は
質
的
に
異
な
る
生
産
力
↓
再
生
産
構
造
↓
資
本
主
義

の
発
展
段
階
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
〔
５
〕
、
〔
６
〕
ｍ
）
。

　
２
　
労
働
過
程
１
１
生
産
様
式
論
的
視
角
か
ら
の
認
識

　
○
ｏ
　
こ
の
視
角
は
、
マ
ル
ク
ス
『
資
本
論
』
第
一
部
第
三
～
四
篇
に

内
包
さ
れ
た
生
産
力
発
展
段
階
の
認
識
視
角
で
あ
る
。
こ
れ
を
ふ
ま
え

た
マ
ル
ク
ス
主
義
の
、
現
代
の
生
産
力
発
展
段
階
認
識
の
通
説
は
先
に

の
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
報
告
者
の
立
場
を
こ
こ
で
の
べ
て

お
げ
ば
、
こ
の
視
角
を
生
か
し
な
が
ら
、
レ
ー
ニ
ソ
段
階
↓
現
代
の
生

産
力
発
展
段
階
を
マ
ル
ク
ス
段
階
の
そ
れ
と
は
質
的
に
異
た
っ
た
も
の

と
し
て
具
体
的
に
認
識
す
べ
き
で
は
た
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
の
　
星
野
芳
郎
氏
に
お
け
る
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ソ
の
役
割
の
理
解
１

１
労
働
過
程
１
１
生
産
様
式
論
的
視
角
か
ら
現
代
の
生
産
力
発
展
段
階
を

み
る
場
合
の
も
・
っ
と
も
重
要
た
ポ
イ
ソ
ト
の
一
つ
は
現
代
の
い
わ
ゆ
る

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ソ
ー
１
自
動
制
御
の
評
価
で
あ
る
が
、
前
出
の
星
野
氏

の
場
合
、
こ
の
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ソ
に
つ
い
て
、
現
在
の
段
階
に
か
ん

す
る
か
ぎ
り
そ
れ
が
技
術
変
革
史
上
に
果
た
し
て
い
る
役
割
が
消
極
的

に
評
価
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
現
在
の
段
階

の
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ソ
は
第
二
次
産
業
革
命
に
よ
っ
て
生
れ
た
技
術
の

精
級
化
１
１
合
理
化
の
手
段
で
あ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
四
（
一
〇
四
二
）

あ
る
。
し
か
し
、
星
野
氏
の
場
合
、
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ソ
の
評
価
は

二
段
階
的
に
な
さ
れ
て
お
り
、
現
在
は
ま
だ
そ
の
段
階
で
は
な
い
が
、

将
来
そ
れ
が
質
的
に
新
し
い
作
業
機
群
を
出
現
さ
せ
る
こ
と
が
あ
り
う

る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
段
階
に
い
た
れ
ぱ
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ソ
は
真
に

「
技
術
革
命
」
に
値
す
る
こ
ど
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る

（
〔
３
〕
第
皿
章
）
。

　
ゆ
　
エ
ス
・
ヴ
ェ
・
シ
ュ
ハ
ル
ヂ
ソ
他
、
ソ
連
の
「
現
代
科
学
技
術

革
命
」
論
の
場
合
　
　
現
代
は
、
　
『
資
本
論
』
第
一
部
第
十
三
章
が
あ

き
ら
か
に
し
た
よ
う
な
機
械
制
１
１
工
場
制
生
産
段
階
か
ら
総
合
自
動
化

生
産
段
階
と
い
う
新
し
い
生
産
力
の
発
展
段
階
へ
移
行
し
つ
つ
あ
る
時

期
で
あ
り
、
人
類
史
上
の
第
五
次
技
術
革
命
、
す
な
わ
ち
科
学
技
術
革

命
の
時
期
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
段
階
を
特
徴
づ
げ
る
最
新

の
自
動
機
械
は
、
作
業
機
、
原
動
機
、
伝
導
機
構
と
い
う
旧
来
の
三
つ

の
構
成
部
分
に
加
え
て
、
自
動
制
御
機
構
と
い
う
第
四
の
構
成
部
分
を

内
包
し
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
と
す
る
（
〔
７
〕
第
五
章
、
第
六
章
）
。

　
↑
り
自
然
科
学
者
に
み
ら
れ
る
労
働
過
程
変
革
の
認
識
　
　
比
較
的

早
い
時
期
に
現
わ
れ
た
い
く
つ
か
の
場
合
。

　
　
Ｇ
Ｏ
　
Ｎ
・
ウ
ィ
ー
ナ
ー
（
数
学
者
）
の
場
合

　
　
「
フ
ィ
ー
ド
バ
ヅ
ク
と
真
空
管
に
よ
っ
て
可
能
に
な
っ
た
こ
と
は
、



　
個
々
の
自
動
式
機
構
の
ぼ
ら
ぼ
ら
な
総
計
で
は
た
く
、
最
も
変
化
に

　
富
む
型
の
自
動
式
機
構
を
組
み
立
て
る
一
般
的
な
方
法
で
あ
る
。
－

　
…
今
や
新
し
い
自
動
機
械
の
時
代
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
」

　
（
〔
８
〕
一
七
三
べ
ー
ジ
）

　
　
Ｏ
Ｄ
・
Ｊ
・
バ
ナ
ー
ル
（
物
理
学
者
）
の
場
合

　
　
「
す
で
に
二
〇
世
紀
の
技
術
の
発
展
は
、
わ
れ
わ
れ
が
今
日
第
二

　
あ
る
い
は
む
し
ろ
第
三
の
大
産
業
革
命
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
を
示

　
し
て
い
る
。
・
…
－
二
〇
世
紀
の
革
命
は
、
お
も
に
労
働
者
の
熟
練
を

　
機
械
な
い
し
電
子
装
置
で
お
き
か
え
る
こ
と
で
あ
り
、
…
…
」
（
〔
９
〕

　
四
二
ニ
ベ
ー
ジ
）

　
３
　
経
済
学
的
視
角
か
ら
の
認
識

　
理
論
経
済
学
者
・
置
塩
信
雄
氏
は
、
現
代
資
本
主
義
経
済
の
諸
困
難

お
よ
び
そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
の
条
件
の
成
熟
を
具
体
的
に
把
握
す
る

と
い
う
視
点
か
ら
、
現
代
の
生
産
力
の
っ
ぎ
の
よ
う
な
諸
特
質
に
着
目

さ
れ
て
い
る
（
〔
１
０
〕
二
七
八
～
二
九
七
べ
－
ジ
）
。

　
　
¢
　
生
産
能
力
の
巨
大
化
　
　
実
現
困
難
・
利
潤
率
の
低
下
を
も

　
た
ら
す
（
た
だ
し
、
こ
れ
を
緩
和
し
た
り
、
切
り
抜
げ
た
り
す
る
道
も
ま
た

　
存
在
す
る
）
。

　
　
◎
最
低
必
要
資
金
量
の
増
大
　
　
公
的
資
金
動
員
を
よ
ぎ
な
く

　
　
　
　
現
代
資
本
主
義
の
生
産
力
発
展
段
階
（
坂
本
）

　
す
る
。

　
　
　
大
局
的
自
然
制
御
（
自
然
変
革
の
大
局
化
）
の
発
展
　
　
公

　
害
（
環
境
間
題
）
を
ひ
き
お
こ
す
。

　
　
＠
情
報
処
理
能
力
の
増
大
　
　
事
前
的
な
杜
会
的
計
画
決
定
の

　
可
能
性
を
成
熟
さ
せ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
現
代
の
生
産
力
の
諸
特
質
の
具
体
的
な
物
質
的
基
盤

を
労
働
過
程
１
１
生
産
様
式
論
と
し
て
ど
う
理
解
す
る
か
、
本
報
告
の
課

題
は
こ
の
よ
う
に
い
い
か
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
ｍ
　
生
産
様
式
の
発
展
段
階
区
分
と
現
代

　
以
上
の
よ
う
な
、
い
く
つ
か
の
視
角
か
ら
の
現
代
の
生
産
力
発
展
段

階
の
認
識
の
例
を
念
頭
に
お
い
て
、
本
報
告
の
立
場
を
一
こ
と
で
い
え

ぱ
、
す
で
に
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
そ
れ
は
、
技
術
変
革
↓
産
業
構
造
論

的
な
視
角
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
現
代
の
生
産
力
発
展
段
階
を
労
働
過
程

１
１
生
産
様
式
の
発
展
段
階
と
し
て
整
理
す
る
こ
と
で
あ
る
、
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
。

　
１
　
生
産
様
式
の
発
展
段
階
区
分
と
現
代

　
こ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
、
こ
こ
で
は
ま
ず
資
本
主
義
に
お
け
る
生
産

様
式
の
発
展
段
階
区
分
を
要
約
的
に
示
し
、
そ
の
中
で
現
代
の
生
産
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
五
（
一
〇
四
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
第
六
号
）

式
の
発
展
段
階
を
明
ら
か
に
し
て
み
る
と
、
っ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
第
一
段
階
。
単
純
協
業
に
も
と
づ
く
、
初
期
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア

　
　
段
階
。

　
第
二
段
階
。
分
業
に
も
と
づ
く
、
本
来
的
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
段

　
　
階
。

　
第
三
段
階
。
機
械
体
系
に
も
と
づ
く
、
工
場
１
１
単
な
る
工
場
段
階
。

　
　
一
八
世
紀
末
以
降
。
こ
の
場
合
、
工
場
と
い
う
ツ
ス
テ
ム
の
基
本

　
　
的
要
素
は
個
々
の
機
械
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
結
合
し
て
い
る
の
は

　
　
動
力
１
１
蒸
気
機
関
で
あ
る
。

　
以
上
、
第
三
の
段
階
ま
で
の
展
開
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
す
で
に

『
資
本
論
』
第
一
部
第
四
篇
の
論
理
展
開
の
う
ち
に
内
在
化
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
　
『
資
本
論
』
が
明
ら
か
に
し
え
た
の
は
こ
こ
ま

で
で
あ
る
。
現
実
は
、
　
『
資
本
論
』
の
認
識
を
こ
え
て
進
む
。

　
第
四
段
階
。
工
場
結
合
体
１
ー
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
段
階
。
一
九
世
紀
末
以

　
　
降
。
こ
の
よ
う
な
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
の
形
成
を
促
進
し
た
技
術
的
基

　
　
礎
は
、
一
方
で
は
素
材
生
産
に
お
げ
る
装
置
体
系
の
発
展
、
と
く

　
　
に
連
続
式
装
置
体
系
の
発
展
で
あ
り
、
他
方
で
は
組
立
完
成
財
生

　
　
産
に
お
け
る
流
れ
作
業
方
式
の
導
入
で
あ
る
。
前
者
は
、
銑
鋼
一

　
　
貫
製
鉄
所
や
化
学
コ
ソ
ピ
ナ
ー
ト
の
よ
う
な
素
材
生
産
型
コ
ソ
ビ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
六
（
一
〇
四
四
）

　
ナ
ー
ト
を
形
成
し
、
後
者
は
、
自
動
車
製
造
所
に
代
表
さ
れ
る
よ

　
う
な
組
立
財
生
産
型
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
を
移
成
し
た
。
こ
の
場
合
、

　
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
と
い
う
シ
ス
テ
ム
の
基
本
的
要
素
は
工
場
で
あ
り
、

　
そ
れ
ら
を
結
合
し
て
い
る
の
は
労
働
対
象
の
流
れ
、
し
た
が
っ
て

　
各
種
の
輸
送
手
段
で
あ
る
。

　
　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
工
場
結
合
体
と
し
て
の
コ
ソ
ビ
ナ
ー

　
ト
の
形
成
は
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
単
な
る
工
場
の
場
合
と

　
は
質
の
こ
と
な
る
生
産
管
理
機
構
の
彩
成
を
う
な
が
し
、
労
働
過

　
程
に
お
げ
る
管
理
機
構
の
あ
り
方
の
原
理
的
な
変
革
を
ひ
き
お
こ

　
し
は
じ
め
た
。
そ
の
第
一
段
階
は
、
管
理
機
構
に
お
け
る
組
織
的

　
条
件
、
す
な
わ
ち
管
理
組
織
の
変
革
で
あ
り
、
具
体
的
に
い
え
ぱ

　
単
な
る
ラ
イ
ソ
組
織
に
か
わ
る
、
ラ
イ
ソ
・
ス
タ
ッ
フ
組
織
の
導

　
入
で
あ
る
。

第
五
段
階
。
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
群
管
理
シ
ス
テ
ム
段
階
。
一
九
六
〇
年

　
代
以
降
。
以
上
の
よ
う
た
単
な
る
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
よ
り
も
さ
ら
に

　
次
元
の
高
い
生
産
様
式
の
移
成
を
促
進
し
た
技
術
的
基
礎
は
、
情

　
報
処
理
技
術
の
変
革
と
し
て
の
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
の
成
立
で
あ
り
、

　
そ
れ
の
導
入
に
よ
る
、
さ
ら
に
管
理
機
構
に
お
げ
る
手
段
的
条
件

　
の
変
革
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
情
報
処
理
機
械
と
し
て
の
コ
ソ
ピ



　
　
ユ
ー
タ
の
管
理
機
構
へ
の
導
入
は
、
お
の
ず
か
ら
個
々
の
コ
ソ
ビ

　
　
ナ
ー
ト
と
本
杜
の
問
の
情
報
網
の
形
成
を
う
な
が
し
、
そ
の
結
果
、

　
　
本
杜
の
販
売
管
理
シ
ス
テ
ム
と
一
体
に
な
っ
た
、
全
杜
的
な
生
産

　
　
管
理
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
群
管
理
シ
ス
テ
ム
が
成

　
　
立
す
る
こ
と
に
た
っ
た
。
こ
の
場
合
、
こ
の
ツ
ス
テ
ム
の
個
々
の

　
　
要
素
と
し
て
の
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
を
結
合
し
て
い
る
も
の
は
、
い
う

　
　
ま
で
も
な
く
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
情
報
処
理
網
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
現
代
の
生
産
様
式
の
発
展
段
階
は
、
結
論
的
に
い
え
ぼ
、

コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
情
報
処
理
網
に
支
え
ら
れ
た
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
群
管
理
シ

ス
テ
ム
の
段
階
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
以
上
、
拙
著
〔
ｕ
〕
を
参
照
）
。

　
２
　
技
術
変
革
と
生
産
様
式
の
変
革

　
こ
こ
で
さ
ら
に
、
以
上
の
よ
う
な
生
産
様
式
の
変
革
と
、
そ
の
技
術

的
基
礎
と
な
っ
て
そ
れ
を
促
進
し
た
技
術
変
革
と
の
関
係
を
み
て
み
る

と
、
第
三
段
階
の
場
合
と
、
第
四
お
よ
び
第
五
段
階
の
場
合
と
で
こ
の

よ
う
な
生
産
様
式
の
変
革
の
基
礎
と
た
っ
た
技
術
変
革
の
性
格
が
異
な

っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
第
三
段
階
１
１
工
場
段
階
成
立
の
基
礎
と
な
っ
た
の
は
、

具
体
的
に
は
紡
績
技
術
、
織
布
技
術
、
製
鉄
技
術
な
ど
の
変
革
で
あ
っ

た
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
段
階
成
立
の
基
礎
と
な

　
　
　
　
現
代
資
本
主
義
の
生
産
力
発
展
段
階
（
坂
本
）

っ
た
中
心
的
な
技
術
変
革
は
、
伝
統
的
に
存
在
し
て
き
た
製
品
の
生
産

技
術
そ
の
も
の
の
変
革
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
一
九
世
末
以
降
の
第
四
、
第
五
の
段
階
成
立
の
基

礎
と
た
っ
た
の
は
、
具
体
的
に
は
、

　
自
動
車
、
航
空
機
な
ど
に
示
さ
れ
る
輸
送
技
術

　
電
話
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
ジ
ヨ
ソ
な
ど
に
示
さ
れ
る
通
信
技
術

　
各
種
家
庭
電
器
製
品
な
ど
に
示
さ
れ
る
家
事
技
術

　
バ
ソ
チ
カ
ー
ド
・
ツ
ス
テ
ム
、
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
に
示
さ
れ
る
情

　
　
報
処
理
技
術

　
　
な
ど
の
変
革
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
に
ー
よ
っ
て
ひ
き
お
こ
さ
れ
た
、

薄
鋼
板
、
合
成
化
学
製
品
、
電
子
材
料
な
ど
の
新
材
料
の
開
発
で
あ
っ

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
第
四
お
よ
び
第
五
段
階

成
立
の
基
礎
に
な
っ
た
中
心
的
な
技
術
変
革
は
、
直
接
的
に
、
は
サ
ー
ビ

ス
技
術
や
情
報
処
理
技
術
の
変
革
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
に
促
迫
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

た
材
料
技
術
の
変
革
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
直
接
的
に
は
生
産
技
術
の

変
革
を
意
味
し
な
い
技
術
変
革
が
生
産
様
式
の
変
革
に
つ
な
が
っ
て
い

っ
た
の
は
、
ま
ず
な
に
ょ
り
も
そ
れ
ら
の
技
術
変
革
に
よ
っ
て
生
み
出

さ
れ
た
新
製
品
の
多
く
が
大
衆
的
、
し
た
が
っ
て
大
量
的
消
費
の
必
然

性
を
も
っ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
結
果
と
し
て
大
量
生
産
の
た
め
の
技

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
七
（
一
〇
四
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
第
六
号
）

術
の
変
革
を
ひ
き
お
こ
す
こ
と
に
な
っ
て
い
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
１
Ｖ
　
現
代
の
生
産
力
発
展
段
階
と
現
代
資
本
主
義

　
以
上
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う
な
発
展
段
階
の
生
産
様
式
Ｈ
生
産
力

を
内
包
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
現
代
資
本
主
義
は
ど
の
よ
う
な
特
質
を
も

つ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
、
さ
ら
に
こ
の
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
げ

れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
現
在
の
私
に
は
こ
の
よ
う
な
課
題
を
包
括

的
に
果
た
せ
る
能
力
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
課
題
に
か
か

わ
っ
て
気
の
つ
い
た
い
く
つ
か
の
論
点
を
か
ん
た
ん
に
指
摘
す
る
に
と

ど
め
ざ
る
を
え
な
い
。

　
ー
　
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
群
管
理
シ
ス
テ
ム
と
生
産
管
理
機
能
の

　
　
本
杜
ス
タ
ヅ
フ
ヘ
の
集
中
化
　
　
資
本
の
下
へ
の
労
働
の

　
　
実
質
的
包
摂
の
新
し
い
展
開

　
現
代
の
生
産
力
発
展
段
階
と
現
代
資
本
主
義
と
の
関
係
で
、
こ
こ
で

ま
ず
第
一
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
先
に
明
ら
か
に
し
た
よ
う

な
現
代
の
生
産
様
式
と
し
て
の
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
群
管
理
シ
ス
テ
ム
の
発

展
に
よ
っ
て
、
お
の
ず
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
に
お
げ
る
生

産
管
理
の
た
め
の
計
画
・
統
制
機
能
が
さ
ら
に
本
杜
の
生
産
管
理
ス
タ

ッ
フ
部
門
に
集
中
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
八
（
一
〇
四
六
）

ち
、
具
体
的
に
い
え
ば
、
た
と
え
ば
こ
れ
ま
で
個
々
の
銑
鋼
一
貫
製
鉄

所
が
果
た
し
て
い
た
注
文
製
品
の
仕
様
検
索
機
能
や
、
自
動
車
製
造
所

が
果
た
し
て
い
た
組
立
順
序
計
画
機
能
な
ど
が
、
こ
の
よ
う
な
コ
ソ
ビ

ナ
ー
ト
群
管
理
シ
ス
テ
ム
の
成
立
に
よ
っ
て
本
杜
に
集
中
さ
れ
、
統
一

的
に
遂
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
具
合
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
こ
と
は
、
か
つ
て
一
九
二
〇
年
代
ご
ろ
を
さ
か
い

に
し
て
、
ラ
イ
ソ
・
ス
タ
ッ
フ
組
織
の
導
入
を
テ
コ
と
し
て
各
職
場

（
。
。
ざ
り
）
の
支
配
者
で
あ
っ
た
職
長
１
１
万
能
職
長
か
ら
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
全

体
の
ス
タ
ヅ
フ
部
門
に
集
中
さ
れ
た
生
産
管
理
の
た
め
の
計
画
・
統
制

機
能
が
、
さ
ら
に
こ
ん
ど
は
個
々
の
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
手
か
ら
離
れ
て

本
杜
の
ス
タ
ッ
フ
部
門
に
集
中
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
も
ち
ろ

ん
、
生
産
管
理
の
た
め
の
計
画
・
統
制
機
能
が
全
面
的
に
集
中
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
が
、
そ
の
基
軸
的
な
も
の
は
集
中
さ
れ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で

あ
る
）
。
　
こ
の
場
合
、
ま
ず
各
職
場
の
職
長
か
ら
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
全
体

の
ス
タ
ッ
フ
部
門
へ
の
生
産
管
理
の
た
め
の
計
画
・
統
制
機
能
の
集
中

が
資
本
の
下
へ
の
労
働
の
実
質
的
包
摂
の
新
し
い
展
開
１
１
深
化
を
意
味

Ｌ
て
い
た
と
す
れ
ば
（
こ
の
こ
と
を
強
調
し
た
も
の
と
し
て
、
〔
１
２
〕
第
Ｗ
章
、

〔
１
３
〕
第
一
部
を
参
照
）
、
こ
の
機
能
の
以
上
の
よ
う
な
、
さ
ら
に
本
杜
へ

の
集
中
は
、
当
然
、
資
本
の
下
へ
の
労
働
の
実
質
的
包
摂
の
さ
ら
に
新



し
い
展
開
を
十
分
に
予
想
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
多
国
籍
企
業
の
場
合
を
と
っ
て
み
る
と
、
本
杜
と
個
々

の
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
関
係
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
そ
の
本
杜
の
所
在
す

る
本
国
（
そ
の
大
宗
と
し
て
の
ア
メ
リ
ヵ
）
と
そ
の
子
会
杜
の
所
在
す
る
そ

の
他
の
諸
国
と
の
関
係
と
し
て
展
開
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の

よ
う
な
現
代
の
も
っ
と
も
発
展
し
た
巨
大
企
業
に
お
い
て
は
、
コ
ソ
ビ

ナ
ー
ト
群
管
理
シ
ス
テ
ム
の
発
展
を
と
お
し
て
展
開
す
る
資
本
と
労
働

の
新
し
い
緊
張
関
係
は
、
本
国
と
そ
の
他
の
子
会
杜
所
在
国
（
都
市
）

と
の
問
の
緊
張
関
係
と
し
て
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
多

国
籍
企
業
論
に
こ
の
よ
う
た
視
点
を
導
入
し
、
多
国
籍
企
業
が
生
み
出

す
矛
盾
を
論
じ
た
の
は
、
故
Ｓ
・
ハ
イ
マ
ー
で
あ
る
（
〔
１
４
〕
を
参
照
）
。

　
２
　
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
販
売
・
生
産
管
理
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
電

　
　
波
系
マ
ス
メ
デ
ィ
ァ
（
と
く
に
テ
レ
ビ
）
の
発
展
と
非
価

　
　
格
競
争
体
制
の
画
期
的
強
化
　
　
資
本
の
下
へ
の
物
質
的

　
　
生
活
過
程
の
包
摂
の
深
化

　
塊
代
の
生
産
力
発
展
段
階
と
現
代
資
本
主
義
と
の
関
係
で
第
二
に
－
指

摘
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
先
に
の
べ
た
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
情

報
処
理
技
術
の
変
革
は
、
一
方
で
は
す
で
に
の
べ
た
よ
う
な
生
産
様
式

の
変
革
を
通
し
て
、
ま
た
他
方
で
は
ま
さ
に
わ
れ
わ
れ
の
生
活
様
式
の

　
　
　
　
現
代
資
本
主
義
の
生
産
力
発
展
段
階
（
坂
本
）

変
革
を
通
し
て
、
巨
大
企
業
の
非
価
格
競
争
体
制
の
画
期
的
な
強
化
を

も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
巨
大
企
業
は
す
で
に
一
九
二
〇
年
代
ご
ろ
を
さ
か
い
と

し
て
、
と
く
に
１
消
費
財
生
産
の
分
野
で
、
連
続
性
原
理
に
も
と
づ
く
大

量
生
産
シ
ス
テ
ム
（
具
体
的
に
は
連
続
式
の
装
置
体
系
や
流
れ
作
業
方
式
）
の

成
立
に
促
迫
さ
れ
て
非
価
格
競
争
体
制
、
す
な
わ
ち
製
品
差
別
化
（
ブ

ラ
ン
ド
）
に
よ
る
競
争
体
制
を
っ
く
り
上
げ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
が
、

一
九
六
〇
年
代
以
降
、
ま
ず
販
売
・
生
産
管
理
シ
ス
テ
ム
ヘ
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
の
導
入
、
す
な
わ
ち
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
販
売
・
生
産
管
理
シ
ス
テ

ム
の
成
立
　
　
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
群
管
理
ン
ス
テ
ム
は
こ
の
一
環
を
な
す

　
　
は
、
大
量
生
産
を
多
種
生
産
と
し
て
実
現
す
る
こ
と
を
可
能
に
す

る
こ
と
に
ょ
っ
て
、
そ
れ
が
消
費
者
の
多
様
な
欲
望
に
直
接
対
応
で
き

る
よ
う
な
体
制
を
つ
く
り
出
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
巨
大
企
業
の
製
品
差

別
化
に
よ
る
競
争
体
制
を
画
期
的
に
強
化
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
第
二
次
大
戦
後
急
速
に
普
及
し
た
電
波
系
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
、

と
り
わ
け
テ
レ
ビ
は
、
自
動
車
の
普
及
と
両
輸
を
な
し
て
わ
れ
わ
れ
の

生
活
様
式
を
大
き
く
変
革
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
電
波
系
マ

ス
メ
デ
ィ
ァ
、
と
り
わ
け
テ
レ
ビ
は
、
そ
こ
で
朝
か
ら
深
夜
ま
で
た
え

る
こ
と
た
く
く
り
返
え
さ
れ
る
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
通
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
九
（
一
〇
四
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
第
六
号
）

て
、
巨
大
企
業
に
製
品
差
別
化
の
た
め
の
画
期
的
な
手
段
を
提
供
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
て
、
現
代
を
特
徴
づ
げ
る
サ
ー
ビ
ス
技
術
と
情
報
処
理
技
術

の
変
革
は
、
生
産
様
式
の
変
革
と
生
活
様
式
の
変
革
の
両
面
を
通
し
て

巨
大
企
業
の
非
価
格
競
争
体
制
を
画
期
的
に
強
化
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
さ
ら
に
こ
と
ぱ
を
か
え
て

い
え
ぽ
、
現
代
の
新
し
い
生
産
力
発
展
段
階
は
ま
さ
に
。
資
本
の
下
へ
の

わ
れ
わ
れ
市
民
の
物
質
的
生
活
過
程
の
包
摂
の
画
期
的
な
深
化
を
も
た

ら
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
以
上
に
っ
い
て
は
、
〔
１
５
〕

第
五
章
を
参
照
）
。

　
３
　
生
活
様
式
の
変
革
と
公
害
１
１
環
境
問
題
お
よ
び
資
本
の

　
　
下
へ
の
精
神
的
生
活
過
程
の
包
摂
の
深
化

　
現
代
の
生
産
力
発
展
段
階
と
現
代
資
本
主
義
と
の
関
係
で
第
三
に
指

摘
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
先
に
の
べ
た
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
情

報
処
理
技
術
の
変
革
が
も
た
ら
し
た
生
活
様
式
の
変
革
は
、
現
代
資
本

主
義
の
下
で
は
、
逆
に
わ
れ
わ
れ
の
物
質
的
お
よ
び
精
神
的
生
活
環
境

を
破
壊
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
点
で
ま
ず
第
一
に
指
摘
さ
れ
た
け
れ
ば
た
ら
な
い
こ
と
は
、
す

で
に
広
く
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
が
、
生
活
様
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
〇
（
一
〇
四
八
）

の
変
革
の
結
果
と
し
て
の
公
害
１
１
環
境
問
題
の
発
生
と
い
う
点
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
各
種
耐
久
消
費
財
や
合
成
化
学
製
品
（
合
成
樹
脂
や
合
成
繊

緯
・
ゴ
ム
な
ど
）
の
大
量
消
費
の
急
速
な
発
展
は
、
杜
会
的
共
同
消
費
手

段
の
整
備
の
決
定
的
な
立
ち
遅
れ
を
内
蔵
す
る
現
代
資
本
主
義
の
下
で

は
、
騒
音
、
大
気
汚
染
、
交
通
災
害
、
ゴ
ミ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
公
害

ｎ
環
境
間
擢
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

・
こ
の
よ
う
た
現
象
を
「
現
代
的
貧
困
」
と
呼
び
、
す
る
ど
く
告
発
し
た

の
は
、
宮
本
憲
一
氏
で
あ
る
（
〔
１
６
〕
、
〔
１
７
〕
を
参
照
）
。

　
し
か
し
、
現
代
の
生
活
様
式
の
変
革
は
こ
の
よ
う
に
物
質
的
な
生
活

環
境
を
破
壊
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
と
く
に
前
項
で
も

問
題
に
し
た
よ
う
な
電
波
系
マ
ス
メ
デ
ィ
ァ
、
と
り
わ
げ
テ
レ
ビ
の
普

及
に
よ
っ
て
、
精
神
的
な
生
活
環
境
の
支
配
を
も
も
た
ら
す
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
電
波
系
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
、
と
り
わ
け
テ
レ
ビ
は
、
ま
さ
に

国
民
的
規
模
で
の
世
論
操
作
シ
ス
テ
ム
を
っ
く
り
上
げ
る
も
の
で
あ
り
、

　
「
世
論
操
作
の
目
常
化
」
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
点
に
着
目
す
れ
ば
、
現
代
の
新
し
い
生
産
力
発
展
段
階
は
さ
ら
に

資
本
の
下
へ
の
わ
れ
わ
れ
市
民
の
精
神
的
生
活
過
程
の
包
摂
の
画
期
的

な
深
化
を
も
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で

あ
ろ
う
。



　
な
お
、
一
九
七
〇
年
代
に
入
っ
て
わ
が
国
で
も
い
わ
ゆ
る
「
ア
ク
セ

ス
（
マ
ス
メ
デ
イ
ァ
ヘ
の
ア
ク
セ
ス
権
）
」
が
活
発
に
間
題
と
さ
れ
る
よ
う

に
。
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
そ
の
背
景
、
物
質
的
基
盤
は
、
ま
さ
に
以
上

の
よ
う
な
杜
会
的
役
割
を
果
た
す
マ
ス
メ
デ
ィ
ァ
、
と
り
わ
け
電
波
系

マ
ス
メ
デ
ィ
ァ
の
発
展
と
、
そ
れ
に
対
す
る
市
民
的
な
危
機
意
識
の
発

生
で
あ
ろ
う
（
こ
の
点
に
っ
い
て
は
、
〔
１
８
〕
、
〔
１
９
〕
を
参
照
）
。
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年
（
原
書
は
一
九
六
六
年
）

　
宮
本
憲
一
『
杜
会
資
本
論
』
有
斐
閣
、
一
九
六
七
年

　
宮
本
憲
一
「
現
代
資
本
主
義
と
貧
困
間
題
」
宮
崎
義
一
他
『
現
代
資

本
主
義
論
』
筑
摩
書
房
、
一
九
七
七
年
、
第
四
章

堀
部
政
男
『
ア
ク
セ
ス
権
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
七
年

　
堀
部
政
男
『
ア
ク
セ
ス
権
と
は
何
か
』
岩
波
新
書
、
一
九
七
八
年

　
Ｊ
．
Ａ
．
バ
ロ
ソ
（
清
水
英
夫
、
堀
部
政
男
他
訳
）
『
ア
ク
セ
ス
権

－
誰
の
た
め
の
言
論
の
自
由
か
』
日
本
評
論
杜
、
一
九
七
八
年
（
原

書
は
一
九
七
三
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
七
九
年
一
月
二
二
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
二
　
（
一
〇
四
九
）




